
 

 

 

サウジ・エネルギー相、米の石油放出は「市場操作」 

サウジアラビアのアブドルアジズ・エネルギー相は 25 日、米国が戦略石油備蓄を放出

すると決めたことを 念頭に「市場を操作している」と批判した。エネルギーをめぐる

米国との関係については「我々はより成 熟した国になる」と語った。首都リヤドで開

かれた国際投資会議で語った。 アブドルアジズ氏は「（石油備蓄の放出は）供給不足を

緩和することが本来の目的のはずなのに、市場を 操作するメカニズムとして利用して

いる者がいる」と、バイデン米政権の決定を暗に批判。「緊急用の石 油の備蓄を失い、

今後数カ月で痛みを伴うだろう」と指摘した。 サウジが主導する石油輸出国機構（OPEC）

とロシアなどで構成する「OPECプラス」は 5日、11月に原油 を日量 200万バレル減産

すると決めた。アブドルアジズ氏は決定について、ウクライナ情勢など不測の事 態で

世界の原油供給が低下した場合に予備能力を確保するためだと説明。「生産能力が不足

すれば大きな 代償を払う」と強調した。 OPEC プラスの減産決定を受けてバイデン政

権は 18日、ガソリン価格の抑制へ石油の戦略備蓄を 12月に 1500万バレル放出すると

発表した。追加措置の可能性も示唆する。バイデン政権はサウジとの関係を見直 す考

えも示している。 サウジは OPECプラスの決定について「石油市場の需給バランス維持

を考慮している」と説明してきた。 アラブ首長国連邦（UAE）やクウェートなど他の親

米アラブ諸国もサウジを支持する考えを示している。 リヤドでは 25日、6回目となる

国際投資会議「フューチャー・インベストメント・イニシアチブ（FII）」 が開幕した。

アラブメディアによると国内外の投資家や企業経営者ら約 7千人が出席するという。 
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9 月印刷・情報用紙国内出荷、6.0%減で 2 ヵ月ぶりのマイナス 

 

日本製紙連合会が発表した 2022 年 9 月の紙・板紙需給速報によると、紙・板紙の国内

出荷は前年同月比 0.7%減で 2 ヵ月ぶりのマイナスとなった。用途別では、グラフィッ

ク用紙が 6.3%減で 8 ヵ月連続のマイナス、パッケージング用紙が 2.4%増で 2 ヵ月連続

のプラスとなっている。 

 印刷・情報用紙の国内出荷は前年同月比 6.0%減で 2ヵ月ぶりのマイナス。非塗工紙、

塗工紙、情報用紙ともにマイナスとなっている。 

 その他の品種では、新聞用紙が 7.3%減で 16ヵ月連続のマイナスとなった一方、包装

用紙が 8.5%増で 18 ヵ月連続、段ボール原紙が 2.3%増で 2 ヵ月連続、白板紙が 8.0%増

で 5ヵ月連続、衛生用紙が 3.0%増で 11ヵ月連続のプラスとなっている。 
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ENEOS 川崎で脱炭素技術視察 拠点整備支援表明  

西村経産相 

２０５０年のカーボンニュートラル（ＣＮ）実現へ製油所などを拠点にした水素サプラ

イチェーン構築に向けた取り組みが加速している。ＥＮＥＯＳは国のグリーンイノベー

ション基金（ＧＩ基金）を活用し、水素キャリアの有機ハイドライド「メチルシクロヘ

キサン」（ＭＣＨ）から水素を取り出し利用する実証事業を展開。21日には西村康稔経

済産業相がＥＮＥＯＳ川崎製油所（川崎市川崎区）で脱水素技術を視察した。 

 西村経産相は「水素はまだ価格が高い部分があるので、化石燃料との値差を支援、拠

点整備を含めて検討を進めていきたい」と述べ、年末にまとめるＧＸ（グリーントラン

スフォーメーション）ロードマップに水素の支援策を盛り込む考えを表明した。 

 視察は海外から受け入れたＭＣＨを国内で脱水素、活用するサプライチェーン構築の

流れを確認することでコンビナートエリアでの大規模水素利用実現への課題把握が目

的だ。 

 同製油所で西村経産相は、宮田知秀代表取締役副社長執行役員からガソリンの接触改

質装置を使用し水素を取り出す技術の説明などを受けた。ＭＣＨは石油に似た性状で常

温常圧の液体。既存の石油インフラ（タンク、輸送船など）を活用でき貯蔵や輸送の取

り扱いが容易な利点をもつ。 
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